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宿
を
と
っ
た
清
四
郎
小
屋
の
車
で
１
時
間

半
、
中
ノ
岐
林
道
の
平
ケ
岳
登
山
口
で
車
を

降
り
、
南
の
源
流
方
向
を
見
上
げ
た
。
平
ケ

岳
の
稜
線
が
緩
や
か
な
弧
を
描
い
て
い
る
。

歩
き
始
め
て
す
ぐ
に
岩
が
転
が
っ
た
沢
に
出

た
。
河
床
の
岩
に
架
け
渡
し
た
板
で
平
ケ
岳

沢
右
岸
に
渡
っ
た
。
樹
林
帯
に
切
り
開
か
れ

た
急
登
の
道
で
、
足
元
に
は
サ
サ
が
繁
っ
て

い
る
。
左
右
に
は
、
根
を
道
に
張
り
出
し
た

ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど
の
巨
木
が
カ
エ
デ
や
ナ
ナ

カ
マ
ド
等
の
灌
木
を
従
え
、
天
を
衝
く
。

　
歩
き
始
め
て
１
時
間
、
木
の
根
が
ほ
ど
良

く
う
ね
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
振
り
返

っ
た
。
後
続
隊
の
幾
つ
も
の
頭
が
左

右
に
揺
れ
て
い
た
。
道
の
山
側
に
腰

を
降
ろ
し
休
憩
。
北
方
遙
か
、
紫
色

に
け
む
る
荒
沢
岳
の
稜
線
に
眼
を
や

っ
た
。

　
樹
林
帯
に
切
ら
れ
た
道
は
深
く
抉

ら
れ
て
赤
土
が
剥
き
出
し
に
な
り
滑

り
や
す
い
。
Ｕ
字
型
に
抉
ら
れ
た
底

で
は
な
く
肩
を
進
む
。
顔
を
上
げ
れ

ば
、
木
々
の
梢
の
隙
間
か
ら
剱
ガ
倉

山
が
顔
を
出
す
。
左
の
緑
海
の
中
、

オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
幹
が
白
く
浮
き
出

て
、
木
の
輪
郭
を
現
す
。
休
ん
だ
と

こ
ろ
で
は
、
木
の
根
が
張
り
出
し
心

地
よ
い
風
が
通
り
抜
け
る
。
樹
林
帯

の
様
相
が
変
化
し
、
コ
メ
ツ
ガ
や
ハ

イ
マ
ツ
の
林
が
左
右
に
広
が
る
。

　
行
く
手
が
大
き
く
開
け
て
き
た
。

緑
色
に
染
ま
っ
た
平
原
が
緩
や
か
な

弧
を
描
き
、
光
を
浴
び
て
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
い
て
い
た
。
木
道
を
　
㍍
ほ
ど
進
む
と

２０

分
岐
で
、
右
の
玉
子
石
方
面
に
折
れ
た
。
キ

ン
コ
ウ
カ
の
オ
レ
ン
ジ
の
花
び
ら
が
草
原
を

渡
る
風
に
揺
れ
、
緑
色
の
絨
毯
に
溶
け
込
む
。

木
道
の
脇
に
は
、
頂
に
綿
毛
を
付
け
た
数
本

の
ワ
タ
ス
ゲ
が
寄
り
添
い
、
丘
を
撫
で
る
風

中ノ岐林道から

 平  ケ  岳 
ひら が たけ

山口佳延

 平ケ岳から会津駒を望む
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に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
忘
れ
た
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
。

　
木
道
の
反
対
側
に
立
ち
上
が
る
オ
オ
シ
ラ

ビ
ソ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
が
木
道
に
影
を
落

と
し
、
戯
れ
て
い
る
。
ほ
ど
な
く
玉
子
石
が

見
え
た
。
木
道
か
ら
一
段
低
く
な
っ
た
平
原

の
片
隅
に
玉
子
型
の
石
が
立
っ
て
い
る
。
あ

た
り
に
は
様
々
な
大
き
さ
の
 池
  塘
 が
点
在
し
、

ち
 
と
う

水
面
に
青
空
を
映
す
。
大
地
に
戯
れ
る
妖
精

の
よ
う
で
も
あ
る
。
池
塘
群
の
外
縁
に
は
オ

オ
シ
ラ
ビ
ソ
だ
ろ
う
か
低
木
の
樹
林
帯
が
走

る
。
沢
を
挟
ん
だ
向
こ
う
に
平
ケ
岳
の
な
だ

ら
か
な
稜
線
が
Ｕ
字
型
に
弧
を
描
き
、
剱
ガ

倉
山
に
続
く
。
遙
か
に
上
州
の
山
々
が
連
な

り
薄
紫
色
に
け
む
っ
て
い
る
。

　
緩
や
か
な
起
伏
の
湿
原
に
敷
か
れ
た
木
道

を
行
き
、
右
平
ケ
岳
の
道
標
が
立
つ
と
こ
ろ

に
出
た
。
直
進
す
れ
ば
池
ノ
岳
方
面
だ
が
、

右
に
折
れ
平
ケ
岳
方
面
に
進
路
を
と
る
。
わ

ず
か
に
切
り
開
か
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
細
い
水

脈
が
顔
を
出
す
。
こ
の
あ
た
り
は
平
ケ
岳
沢

の
源
流
域
で
あ
る
。

　
水
場
か
ら
数
歩
進
ん
だ
木
道
際
に
、
ミ
ヤ

マ
リ
ン
ド
ウ
だ
ろ
う
か
薄
い
ブ
ル
ー
の
花
び

ら
が
顔
を
覗
か
せ
、
沢
を
渡
る
風
に
揺
れ
て

い
た
。
少
し
奧
に
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
オ

レ
ン
ジ
色
の
花
弁
を
天
に
向
け
て
い
た
。

　
ツ
ガ
廊
下
と
呼
ば
れ
る
コ
メ
ツ
ガ
や
シ
ラ

ビ
ソ
の
低
木
樹
林
帯
を
抜
け
、
再
び
開
け
た

湿
原
に
出
る
。
左
の
方
に
傾
斜
し
た
湿
原
が

現
れ
て
、
ほ
ど
な
く
二
等
三
角
点
分
岐
に
着

い
た
。
コ
メ
ツ
ガ
や
サ
サ
で
囲
ま
れ
た
林
の

中
に
「
平
ケ
岳
二
一
四
一
」
と
記
さ
れ
た
道

標
が
立
つ
。
道
標
を
過
ぎ
、
木
道
に
視
線
を

落
と
し
て
歩
く
。
見
上
げ
る
と
、
尾
瀬
近
辺

の
山
々
が
薄
紫
色
に
霞
む
。
右
に
は
コ
メ
ツ

ガ
な
ど
の
低
木
樹
林
帯
が
続
き
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
木
道
に
枝
を
伸
ば
す
。

　
中
ノ
岐
林
道
登
山
口
を
出
て
４
時
間
、
木

道
の
終
端
に
立
っ
た
。
南
東
に
向
け
た
視
線

の
先
に
は
、
２
つ
の
峰
を
頂
い
た
燧
ケ
岳
か

ら
大
き
な
Ｕ
字
型
を
し
た
滑
ら
か
な
山
端
が

遙
か
右
の
至
仏
山
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
対
を
な
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

山
端
の
向
こ
う
に
は
尾
瀬
湿
原
が
拡
が
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
奧
に
も
幾
つ
か
の

稜
線
が
薄
紫
色
の
山
端
を
描
い
て
い
る
。

　
昼
食
後
、
北
に
眼
を
向
け
た
。
木
道
に
連

続
し
て
湿
原
が
広
が
る
、
と
い
う
よ
り
池
塘
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ん
だ
。
コ
メ
ツ
ガ
林
を
抜
け
る
道
に
は
、
サ

サ
の
葉
が
差
し
掛
か
る
。
視
線
を
上
げ
れ
ば

会
津
駒
ケ
岳
の
雄
大
な
山
姿
、
右
に
転
ず
れ

ば
燧
ケ
岳
か
ら
至
仏
山
へ
と
流
れ
る
稜
線
が

霞
ん
で
い
る
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
樹
林
帯
に
入
っ
た
。
木

道
の
右
に
白
沢
清
水
の
水
場
が
現
れ
た
。
ド

ロ
ー
ン
と
し
た
流
れ
で
油
が
浮
い
て
い
る
よ

う
な
状
態
だ
。
こ
こ
白
沢
清
水
に
は
コ
ン
コ

ン
と
冷
た
い
水
が
湧
き
で
て
い
る
筈
で
あ
っ

た
が
、
水
量
が
足
り
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
樹
林
帯
の
中
を
歩

く
こ
と
１
時
間
、
森
の
中
の
水
場
の
台
倉
清

水
に
着
い
た
。
木
道
か
ら
下
が
っ
た
と
こ
ろ

に
テ
ン
ト
が
張
れ
そ
う
な
平
坦
部
が
あ
る
が
、

こ
こ
は
幕
営
禁
止
。
そ
こ
か
ら
数
㍍
下
り
た

と
こ
ろ
に
、
水
場
は
あ
っ
た
。
白
沢
清
水
と

は
異
な
り
、
水
量
豊
富
だ
。
２
㍑
の
魔
法
瓶

に
水
を
満
た
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
下
台
倉
山
ま
で
は
、
起
伏
の
少

な
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
散
策
路
だ
。
左
手
に

は
樹
林
帯
が
続
き
、
右
は
大
白
沢
に
向
か
っ

て
落
ち
込
ん
で
い
る
。
道
の
傍
に
は
ミ
ヤ
マ

マ
マ
コ
ナ
の
薄
紅
色
を
し
た
花
び
ら
が
沢
を

渡
る
風
に
揺
れ
て
い
る
。
西
北
遙
か
、
越
後

駒
ケ
岳
の
山
塊
が
青
鼠
色
に
シ
ル
エ
ッ
ト
を

描
く
。

　
高
原
を
散
策
し
て
い
る
気
分
に
浸
っ
て
い

る
う
ち
に
、
下
台
倉
山
の
道
標
が
見
え
た
。

道
は
右
方
に
折
れ
、
東
を
目
指
す
。
小
休
止

後
、
一
気
に
鷹
ノ
巣
へ
。
眼
下
は
山
ま
た
山

濃
い
緑
に
包
ま
れ
る
。
小
石
交
じ
り
の
急
斜

面
に
は
ト
ラ
ロ
ー
プ
が
渡
し
て
あ
る
。
道
の

脇
に
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
枯
木
が
白
く
乾
い

た
木
肌
を
見
せ
て
い
る
。
白
茶
け
た
岩
道
は

尾
根
伝
い
に
緩
い
カ
ー
ブ
を
描
き
、
徐
々
に

高
度
を
下
げ
る
。

　
両
側
が
切
り
立
っ
た
狭
い
尾
根
道
は
滑
り

そ
う
に
見
え
る
が
天
候
は
快
晴
、
登
山
靴
は

し
っ
か
り
と
岩
に
食
ら
い
つ
く
。
樹
林
帯
の

中
、
下
台
倉
沢
の
対
岸
に
渡
れ
ば
鷹
ノ
巣
登

山
口
は
眼
の
前
だ
。

 

（
　
年
８
月
　
日
歩
く
）

０７

１３

●
参
考
タ
イ
ム

東
京
＝
浦
佐
＝
バ
ス
　
分
＝
大
湯
温
泉
　
・
　
＝

３０

１４

１５

バ
ス
＝
奥
只
見
ダ
ム
　
・
　
～
　
＝
定
期
船
　
分

１５

０５

２５

４０

＝
尾
瀬
口
　
・
　
～
　
＝
予
約
バ
ス
＝
鷹
ノ
巣
・

１６

０５

１０

清
四
郎
小
屋
　
・
　
（
泊
）
～
４
・
　
＝
車
１
時

１６

１５

１０

と
池
塘
の
間
に
緑
色
に
染
ま
っ
た
湿
原
が
点

在
す
る
、
と
表
現
し
た
方
が
適
切
か
も
し
れ

な
い
。「
あ
れ
が
中
ノ
岳
、
少
し
右
が
越
後

駒
ケ
岳
、
そ
の
右
が
荒
沢
岳
じ
ゃ
な
い
か

な
」。
山
友
が
指
差
し
た
方
向
に
は
、
山
襞

に
雪
渓
を
抱
い
た
越
後
の
山
々
が
無
骨
で
は

あ
る
が
雄
大
な
山
姿
を
見
せ
る
。

　
山
頂
か
ら
　
分
、
姫
ノ
池
の
前
に
は
木
道

３５

が
敷
か
れ
、
登
山
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
平

ケ
岳
を
背
景
に
し
た
舞
台
の
よ
う
だ
。

　
来
た
道
を
戻
り
、
鷹
ノ
巣
へ
の
分
岐
へ
進  玉子石
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７
９
７
０
円

浦
佐
駅
＝
奥
只
見
ダ
ム
 

バ
ス
　
９
０
０
円

　
　
運
行
　
６
月
１
日
～
　
月
　
日

１０

２１

船
着
場
＝
尾
瀬
口
 

船
　
１
１
５
０
円

　
　
運
行
　
６
月
１
日
～
　
月
　
日

１０

１０

尾
瀬
口
＝
鷹
ノ
巣
 

バ
ス
　
３
２
０
円

　
６
月
１
日
～
　
月
　
日
運
行
　
要
予
約

１０

１０

清
四
郎
小
屋
＝
御
池

 

バ
ス
　
９
４
０
円
　
要
予
約

御
池
＝
会
津
高
原
尾
瀬
口
駅

 

バ
ス
　
２
０
４
０
円

会
津
高
原
尾
瀬
口
＝
浅
草

 

東
武
ほ
か
　
２
５
４
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

南
越
後
観
光
バ
ス

 

０
２
５
―
７
９
２
―
８
１
１
４

会
津
乗
合
自
動
車

 

０
２
４
２
―
　
―
５
５
５
５

２２

会
津
バ
ス
田
島
営
業
所

 

０
２
４
１
―
　
―
０
１
３
４

６２

清
四
郎
小
屋
 
０
９
０
―
２
５
５
８
―
０
０
２
８

●
地
　
図

平
ケ
岳
（
２
万
５
千
）

日
光
（
　
万
）

２０

「
越
後
三
山
」
昭
文
社

間
　
分
＝
中
ノ
岐
林
道
登
山
口
５
・
　
―
休
６
・

２５

３５

　
～
７
・
　
―
玉
子
石
８
・
　
～
　
―
平
ケ
岳
９
・

４０

０５

２０

３０

　
～
　
・
　
―
姫
ノ
池
　
・
　
～
　
・
　
―
白
沢

４０

１０

１５

１０

５０

１１

００

清
水
　
・
　
～
　
―
台
倉
清
水
　
・
　
～
　
―
下

１２

０５

１５

１３

００

１０

台
倉
前
近
く
　
・
　
～
　
―
休
　
・
　
～
　
―
鷹

１４

２０

３０

１５

２０

３０

ノ
巣
登
山
口
・
　
・
　
―
清
四
郎
小
屋
（
泊
）
～

１６

４５

８
・
　
＝
バ
ス
＝
御
池
９
・
　
～
　
・
　
＝
バ
ス

４５

２０

１０

４０

１
時
間
　
分
＝
会
津
高
原
尾
瀬
口
駅
　
・
　
～
　

３５

１２

１５

５０

＝
浅
草

●
費
　
用

東
京
＝
浦
佐
　
Ｊ
Ｒ
・
新
幹
線
と
も

清四郎小屋


